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今月の主な内容

• かねやま結び塾

• ご卒業おめでとうございます！

• 会長のマガジントーク

• 金山図書館よりお知らせ

• 小学校だより

• 郵便局よりお知らせ

• 皆さんの作品コーナー

• まちセンよりお知らせ
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第2回 かねやま結び塾

３月８日（月）に第２回・かねやま結び塾を開催しました。２０名の方々にご参加いただき、
今回は「かんたん押絵」を作りました。パーツをちりめん布で包み、飾り付けていく作業は手
と頭の良い運動になりました。皆さんそれぞれ個性的な作品が出来たようです。令和２年度の
「かねやま結び塾」は今回で終了です。来年度もまた多くの方々のご参加をお願いいたします。

今回「ふくろう」を作り「メジロ」は
プレゼントとしてお渡ししました。

小さいパーツも多く、なかなか細かい作業です。

ちりめん布の「メジロ」と「ふくろう」の押絵。



🌼金山小学校を卒業する皆さんから、次のようなお手紙をいただきました🌼

✿年間１０冊以上本を読んだ子どもたちに『本をたくさん読んだ子どもの表彰』として、図書カードを贈
りました。これからも沢山の本を読んで下さい。

３月１２日(金)に丸森中学校、３月１９日(金)に金山小学校の卒業式が
執り行われました。卒業生の皆さん、保護者の皆さんおめでとうございます。

４月からは新しい環境で、頑張ってください。

丸森中学校卒業生(金山出身) 金山小学校卒業生

我妻 咲 さん 佐藤 龍平さん
大石 優芽さん 太田 湊一郎さん
加川 颯汰さん 菅野 優香さん
星 こはるさん 本田 優衣さん

大石 優來さん 齋藤 はぐみさん
佐藤 凛佳さん 佐藤 玲央さん
瀧田 唯 さん 長谷川 莉桜さん
引地 めるもさん 水沼 晃将さん

－２－

本をたくさん読んだ子どもの表彰

～町づくりセンターの皆様～

厳しい寒さが少しづつやわらぎ、春の訪れが感じられるようになりました。町づくりセンターの皆様に
おかれましては、お元気でお過ごしのことと思います。日ごろから金山地区のため、そして金山小学校
の活動にもお力添えをいただきありがとうございます。さて、私達八名の六年生は、おかげ様でもうす
ぐ卒業の日をむかえることとなりました。図書館の運営や、楽しい遊び企画、台風で金っこクラブが使
えなくなったとき町づくりセンターを貸していただいたことなど、町づくりセンターの皆様のおかげで楽し
い思い出や活動の支援をしていただきました。こうした企画をとおして、地域の皆さんとふれ合い、和
やかな時間を過ごすことができました。私たちの活動を温かく見守ってくださって本当にありがとうござ
いました。四月からは中学生になりますが、この金山小学校で学んだことを忘れずに頑張っていきま
す。これからも私達と金山小学校のことを見守ってください。よろしくお願いします。かぜなどひかぬよ
う、お体に気を付けてください。ありがとうございました。

～金山小学校卒業生一同～

🌼６年生の皆さん、ご卒業おめでとうございました。素敵なお手紙をありがとうございました！🌼

◎鳥居 柚希さん（４年生） ３２冊
◎若林 凛 さん（５年生） ２９冊
◎加川 陽斗さん（４年生） ２０冊
◎水沼 晃将さん（６年生） １６冊



８日（木） 金山小学校入学式
９日（金） 丸森中学校入学式

<１５日（月） 自治会三役会>
１８日（日） 春季消防演習

<１９日（月） 自治会監査> 
<２０日（火） 自治会役員会（１９時～） > 
２２日（木) 狂犬病予防接種（１３時～１３時２０分）

<２３日（金) 自治会定例総会（１９時～） > 
２５日（日） 狂犬病予防接種（１３時５０分～５５分）

<>については予定より早くなる場合があります。 ※都合により変更もありますことをご了承ください。

＊４月の主な行事・会議予定＊

会長のマガジントーク

－３－

「令和3年度の始まり」

4月の和名は「卯月」。由来はウツギの花である「卯の花」が咲く季節(実際
の開花期は5～6月)だからと言う説が有力です。また、「卯の花」はその色が似
ていることから、「おから」の別名としても使われています。
今月は入学式や入社式など、新年度や新生活がスタートする節目の月です。

また、暖かな陽気に誘われ、草花が咲き動物や虫たちが顔を出し始める季節で
もあります。日本を代表する｢桜｣も西から東へそして北へと見頃を迎え、春の
訪れを感じるようになります。桜前線というのは計算上、時速2㌔ほどの歩みで
北に向かうそうですが、今年はもっと早足かも知れません。これからの季節、
桜だけでなく様々な花前線が私達の周りを賑わしてくれることでしょう。
桜の開花は平年よりも半月ほど早い3月の末頃と予想されています。例年です

と入学式は桜が満開の時期に行われるところですが、その頃は葉桜になってい
るかも知れません。今年の春はあっという間に通り過ぎて行くようです。
新型コロナウイルスもここに来て、感染力が強くしかも重症化率が高い変異

ウイルスの増加などが見られ、先行き不透明な状況なって来ておりますが、政
府は1都3県に出されておりました｢緊急常事態宣言｣を3月21日に解除しました
が、今後の新規感染状況や医療体制の充実、ワクチン接種の進み具合等が気に
なります。宮城県と仙台市では、コロナウイルスの新規感染者の急増を受けて
、県独自の｢緊急事態宣言｣を3月18日に発令し4月11日までの期間、県内全域で
の不要不急の外出や移動自粛について強い呼びかけを行っています。今まで以
上に危機感を持って感染防止に努めなければなりません。

4月は球春の節でもあります。3月19日には、第93回選抜高校野球大会がコロ
ナ対策から規模を縮小して開催され、宮城県からは仙台育英と柴田の2校が出場
しています。プロ野球も3月26日に開幕を終えております。但し制限付きの有観
客と言う状況です。東北楽天も東日本大震災から節目の10年目の今年は、8年ぶ
りのリーグ優勝、日本一に向けてスタートしました。
二十四節気では、5日～19日頃を｢清明｣と言い命あるものが清らかで生き生き

とし、明るい空気に満ちると言う意味があります。それが過ぎると｢穀雨｣とな
り、春の雨がたくさんの穀物を潤し種蒔が始まり、本格的な農作業の時期を迎
えるようになります。

金山自治会 会長 板橋 茂



－４－

✿金山図書館では、本のリクエストを受け付けております！
こんな本を図書館に置いて欲しい、あの作者の新刊が読みたい…皆さんのリクエスト受け付けてま

す！「書名」・「著作名」をお知らせ下さい。出来る限り対応させていただきます。

✿宮城県図書館から図書の借り受けを行っております。
読みたい本や金山図書館に無い本などがありましたら『書名』・『著者名』を金山まちづくりセンター

までお知らせ下さい。ご要望の本が必ずあるとは限りませんが、出来る限り対応させていただきます。
どうぞ、お気軽にご利用ください。 金山まちづくりセンター：【☎７８－１１２１】

【定期購読本】 ※各４月号
・きょうの料理/きょうの料理ビギナーズ ・きょうの健康 ・趣味の園芸 ・すてきにハンドメイド ・レタスクラブ

【寄贈本】
・ガチ速簿記 入門（扶桑社：金川 顕教）

《 ２区 村上 明秀さん寄贈 》
・笑本むかしばなし１ ももたろう（誠文堂新光社：ガタロー☆マン）
・あおくんときいろちゃん（至光社：レオ・レオーニ） ・じぶんだけのいろ（好学社：レオ・レオーニ）
・ぞろりぞろりとやさいがね（偕成社：ひろかわ さえこ）

🌸本を寄贈していただきありがとうございます！🌸

【購入本】
・おおきくなったらきみはなんになる？（講談社：藤本 ともひこ）
・はるですはるのおおそうじ（福音館書店：こいで たん）
・ぐりとぐらのおおそうじ（福音館書店：なかがわ りえこ）
・ドーナツやさんのおてつだい（絵本ナビ：もとした いずみ）
・めざめのもりのいちだいじ（福音館書店：ふくざわ ゆみこ）
・はるのやまはザワザワ（徳間書店：村上 康成）
・ちゅんたろうのしょうがっこうたんけん（白泉社：田島 かおり）
・まいごのたまご（角川書店：アレックス・ラティマー）
・りなてぃの一週間3500円献立（宝島社：RINATY）
・肺炎がいやなら、のどを鍛えなさい（飛鳥新社：西山 耕一郎）

新 刊 情 報

金 山 図 書 館
よ り お 知 ら せ３月１５日(月)に図書運営委員会が行わ

れました。「本をたくさん読んだ子どもの表
彰」と「子ども読書感想画募集」、令和３年度
事業の進め方についての話し合いが行わ
れました。

図書運営委員会開催

【開館時間】月～金曜日(土日・祝日・年末年始は休館) 午前８時３０分～午後５時まで
※図書館利用の際は「マスクの着用」「入館時の手指の消毒」「名簿への記入」等、感染
症対策にご協力ください。利用者は町内の方のみとし、発熱、風邪の諸症状のある方
はご利用いただけませんのでご了承ください。

【 古い雑誌差し上げます 】

ご希望の方は、以下の内容をご確認の上ご来館くだ
さい。

【場所時間】：図書館にて４月５日(月)の朝９時～
【対象図書】：「きょうの料理」「きょうの料理ビギナーズ」
「すてきにハンドメイド」「レタスクラブ」等

※お一人様５冊まで、無くなり次第終了となります。

↓

話
題
の
本
で
す
！



－５－

令和３年３月２４日 Ｎｏ．１５ 

金山小学校 学校だより 

 
校長名：長谷川修一  児童数：2６名   ＴＥＬ0224-7８-１６１６   ＦＡＸ0224-7８－１６２１ 

所在地：〒981-2４０２ 伊具郡丸森町金山字下前川原１－１ 

 ☆ 「早寝・早起き・朝ごはん」の励行を！ 

 ☆ 幼保小中連携懇話会の実践  ①丸森の子朝ごはん100％  ②読み聞かせ・家庭学習の習慣化 

重点取組 ③親子の愛着形成・家庭の団らん～スマホに係る弊害について～ 

 

教 育 目 標 

一人一人が自己ベストを 

目指し，輝く子供 

かしこく やさしく たくましく 

 

 

卒業・修了おめでとうございます 
先日３月１９日（金）の卒業式は，新型コロナウ

イルス感染症対策のため，昨年と同様に規模を縮小

して行われ，８名の卒業生が，厳粛な雰囲気の中で

金山小学校から巣立っていきました。小学校６年間

で培った「自信」と「夢」「希望」を持って，中学

校でも頑張ってほしいと切に願っています。これま

で８名の卒業生を見守っていただきました地域の

皆様，祝詞等を頂戴しました皆様，ありがとうござ

いました。 

そして本日，１～５年生１８名が修了式を迎えました。修了式では，卒業生が見せてくれた立派な姿を引き継

ぐかのように，全員立派に式に参加することができました。金山小学校の良い伝統は，これからも引き継がれて

いきます。 

今年度は，新型コロナウイルス感染症対策と大変な年となりましたが，お陰様で２学期から金山校舎に戻るこ

とができました。保護者の皆様，地域の皆様におかれましては，今年度も教育活動に温かいご理解とたくさんの

ご協力・ご支援を賜り，ありがとうございました。金山小学校は，学校と家庭と地域の「協働」で教育活動を進

めてまいります。変わらぬご理解・ご協力・ご支援のほど，よろしくお願いいたします。１年間，ありがとうご

ざいました。 

【地域の皆様へ（お知らせ）】
毎年行われていた廃品回収は，PTA会員数の減少により実施しないことになりましたので，

ご理解のほどよろしくお願いいたします。これまでご協力していただいていた地域の皆様に心よ
り感謝いたします。

６年生を送る会 
 ２月２５日（木），３～５年生が中心となって計画を立てて行

った「６年生を送る会」，終始，和やかな雰囲気で行われまし

た。１年生の出し物，２・３年生からのプレゼント，４・５年

生が考えたゲームなど，これまでお世話になった６年生へ感謝

の気持ちを込めて行いました。最後に６年生から歌の発表と下

級生へプレゼントを渡し，とてもすてきな会となりました。 

１７日(水)山元町「渡辺いちご農園」渡辺正俊様からい
ちごをいただききました。渡辺様には，一昨年の台風被害
の際，校舎内の洗浄をしていただき，昨年の３月に実施予
定だった「いちご狩り」にも全校児童招待していただきま
した。残念ながら，新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため「いちご狩り」は中止となりましたが，子供たちにお
いしいいちごを食べさせたいと，６年生が卒業する前に届
けていただきました

いちごのプレゼント



－６－

金山本郷郵便局からのお知らせ

★電球はちみつセット受付中！！

ただいま郵便局では、「電球はちみつセット」のお申込み受付中です。
丸森耕野の美味しいはちみついかがでしょうか？
その他にもいろいろなカタログがありますので、どうぞご利用ください。

●お申込み受付期間
2021年 9月30日（木）まで。

※詳しい内容は、郵便局備え付けのカタログをご覧ください。

行政区 男 女 計 世帯数

1　区 23 24 47 － 1 18 0
2　区 32 34 66 0 27 0
3　区 29 35 64 ＋ 1 26 0
4　区 34 47 81 0 34 0
5　区 84 72 156 0 65 0
6　区 126 143 269 0 115 0
7　区 72 73 145 ＋ 3 69 0
8　区 73 74 147 0 54 0

合計 473 502 975 ＋ 3 408 0

前月比 前月比

春の全国 交通安全運動 ４月６日(火)～15日(木)
４月10日(土)は「交通事故死ゼロを目指す日」です。

☆子供と高齢者の交通事故防止 ☆自転車の安全利用の推進
☆歩行者等の保護を始めとする安全運転意識の向上
☆飲酒運転の根絶

★安全運転を心掛けましょう！
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Ｓ

無
念
な
り
愛
し
き
君
に
先
立
た
れ

無
観
席
写
真
で
祝
う
卒
業伊

呂
波

「
か
ね
や
ま
結
び
塾
参
加
」

自
治
会
生
涯
学
習
事
業
で
第
２
回
か

ね
や
ま
結
び
塾
が
３
月
８
日
（
月
）
午

前
９
時
30
分
か
ら
参
加
者
20
名
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

自
治
会
長
さ
ん
の
挨
拶
で
此
の
頃
の

気
象
は
三
寒
四
温
な
の
で
皆
さ
ん
お
身

体
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
と
の
事
で
し

た
。
又
今
日
の
講
師
は
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
の
職
員
が
指
導
し
ま
す
の
で
皆

さ
ん
遠
慮
な
く
分
ら
な
い
所
は
聞
い
て

下
さ
い
と
の
事
で
し
た
。

早
速
池
田
さ
ん
由
美
さ
ん
の
お
話
し

説
明
が
あ
り
ま
し
て
、
作
品
は
「
夫
婦

ふ
く
ろ
う
」
押
絵
「
か
わ
い
い
メ
ジ
ロ

」
の
押
絵
２
種
類
頂
き
ま
し
た
。

見
本
を
見
せ
て
頂
い
た
時
、
私
に
は

難
し
い
な
あ…

と
思
い
ま
し
た
が
、
説

明
書
参
照
し
ウ
レ
タ
ン
付
き
ボ
ー
ル
紙

か
ら
部
品
を
外
し
、
指
定
の
布
で
く
る

み
ま
す
。

土
台
に
実
寸
下
絵
を
貼
り
、
く
る
ん

だ
部
品
を
ボ
ン
ド
を
つ
け
「
ア
イ
ウ
エ

オ
」
の
順
に
貼
り
付
け
ま
す
と
「
ふ
く

ろ
う
」
の
形
が
出
て
来
ま
し
た
。
貼
り

つ
け
て
い
る
と
池
田
さ
ん
と
由
美
さ
ん

が
来
ま
し
て
、
こ
こ
に
目
と
お
月
さ
ん

を
貼
る
と
出
来
上
が
り
だ
ね
と
言
っ
て

貼
り
付
け
て
頂
き
ま
し
た
。

お
陰
様
で
か
わ
い
い
「
ふ
く
ろ
う
」

が
出
来
ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

池
田
さ
ん
由
美
さ
ん
ご
指
導
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

３
区

齋
藤

照
子

俳

句

短

歌

夜
地
震
地
区
の
防
災
役

一
件
ゝ
見
廻
り
感
謝
す
る

一
人
暮
ら
し
地
震
強
く

物
が
倒
れ
戸
が
開
き
品
壊
れ
る

朝
起
き
て
庭
の
前
の
畑

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
掘
り
起
こ
す
猪

Ｔ
．
Ｓ

゛

゛



－８－

め
ば
る

塩
焼
き
や
煮
つ
け
が
お
い
し
い
め
ば
る
。
三

月
後
半
～
五
月
が
旬
。
唐
揚
げ
に
す
る
と
き
は

二
度
揚
げ
す
る
と
、
小
骨
ま
で
食
べ
ら
れ
ま
す
。

か
つ
て
は
庶
民
に
広
く
親
し
ま
れ
て
い
た
魚

で
し
た
が
、
近
年
は
獲
れ
な
く
な
り
、
希
少
価

値
が
つ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
目
が
黒
く
澄
ん

で
い
る
も
の
が
新
鮮
。
体
長
二
十
セ
ン
チ
く
ら

い
ま
で
が
脂
が
の
っ
て
美
味
で
す
。

虹
始
め
て
見
る

に
じ
は
じ
め
て
あ
ら
わ
る

雨
前
茶
（
う
ぜ
ん
ち
ゃ
）

中
国
で
は
、
清
明
が
訪
れ
る
四
月
五
日
ご
ろ
よ
り
手
前
に
摘

ん
だ
茶
葉
を
、
明
前
茶(

め
い
ぜ
ん
ち
ゃ)

と
い
い
ま
す
。
さ
わ

や
か
な
香
り
に
、
ほ
の
か
な
甘
み
の
あ
る
味
わ
い
で
、
日
本
で

い
う
一
番
茶
の
よ
う
な
も
の
。
そ
し
て
清
明
の
こ
ろ
に
は
雨
前

茶
と
い
う
、
明
前
茶
よ
り
味
わ
い
に
ボ
デ
ィ
ー
の
あ
る
茶
葉
が

と
れ
ま
す
。

ま
た
春
分
前
に
摘
ま
れ
た
茶
葉
は
分
前
茶(

ぶ
ん
ぜ
ん
ち
ゃ)

と
呼
ば
れ
、
最
上
の
お
茶
と
さ
れ
ま
す
が
、
気
候
が
寒
い
年
は

と
れ
な
い
こ
と
も
。
雨
後
の
虹
が
現
れ
は
じ
め
る
こ
の
時
期
は

新
茶
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

『
日
本
の
七
十
二
候
を
楽
し
む

著
・
白
井
明
大
』
よ
り

春
の
雨
上
が
り
、
空
に
初
め
て
虹
が
か
か
る
こ
ろ
。
こ
れ
か

ら
夏
に
か
け
て
、
夕
立
の
後
に
多
く
見
ら
れ
る
季
節
で
す
。

（
新
暦
で
は
、
お
よ
そ
四
月
十
四
日
～
四
月
十
九
日
ご
ろ
）

【
～
二
十
四
節
季
と
七
十
二
候
～
】

「
天
照
皇
大
神
を
祀
る
金
山
神
社
」

天
皇
は
古
代
よ
り
、
神
道
に
お
け
る
祭
祀
の
ト
ッ
プ

を
務
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
現
在
の
皇
室
で
も
神

道
に
基
づ
く
行
事
と
し
て
、
宮
中
祭
祀
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
中
で
も
、
別
格
の
神
社
が
三
重
県
に
あ
る

天
皇
家
の
祖
先
で
あ
る
天
照
皇
大
神
を
祀
る
「
伊
勢
神

宮
」
で
あ
り
ま
す
。
各
地
の
神
社
は
伊
勢
神
宮
を
頂
点

に
組
織
化
さ
れ
、
天
皇
は
神
社
の
ト
ッ
プ
に
君
臨
し
て

お
り
、
天
皇
家
と
伊
勢
神
宮
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関

係
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

毎
年
元
旦
の
早
朝
に
は
、
天
皇
が
皇
居
内
で
伊
勢
神

宮
の
方
向
に
向
か
っ
て
、
礼
拝
を
す
る
儀
式
が
執
り
行

わ
れ
る
な
ど
、
皇
祖
神
宮
天
照
皇
大
神
を
祀
る
伊
勢
神

宮
は
、
数
あ
る
神
社
の
中
で
も
特
別
な
地
位
に
あ
り
ま

す
。金

山
神
社
の
祭
神
も
皇
室
と
同
じ
「
天
照
皇
大
神
」

で
あ
り
、
五
穀
の
神
様
な
ど
と
と
も
に
、
金
山
神
社
の

氏
子
の
家
庭
で
も
御
神
像
が
祀
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ご

承
知
の
通
り
、
祭
礼
は
四
月
十
七
日
に
近
い
日
曜
日
に

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

全
国
で
八
万
八
千
を
超
え
る
神
社
が
あ
る
中
で
、
地

名
の
名
が
つ
い
た
神
社
は
三
重
県
の
伊
勢
市
に
あ
る
伊

勢
神
宮
、
宮
城
県
で
は
塩
釜
市
の
塩
釜
神
社
、
角
田
・

丸
森
で
は
金
山
神
社
だ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

地
名
の
つ
い
た
金
山
神
社
は
大
変
珍
し
い
神
社
と
い
え

ま
す
。

五
区

斎
藤

倫
郎

皆さんの作品、声を募集いたします！
川柳・俳句・短歌、○○を載せて欲しい！など内容は問いませんので、お気軽にお寄せくだ

さい。皆さんの投稿をお待ちしております。(※毎月20日頃を締切とさせていただきます。)



－９－

２月２６日(金)に丸森まちづくりセンターにて、社会福祉法人丸森町社会福祉協議会
主催の社会福祉事業功労者表彰式が行われました。金山で表彰を受けたのは５名の方々
です。おめでとうございます。

【功労表彰】
民生委員・児童委員

佐 藤 隆 一（８区台町片山）
今 野 よう子（３区）

◎多年に渡り地域福祉の向上に貢献された(９年以上)

【善行表彰】
民生委員・児童委員

齋 藤 欣 一（５区）
佐 藤 利 一（６区坂町）

◎令和元年度に退任された民生児童委員(３年以上)

特別会員
村 上 健 龍（２区）
◎社会福祉協議会特別会員として社会福祉推進に寄与された(１０年以上)

金山の話題＆お知らせ

第3回金山地区別計画見直し検討委員会

第5回自主防災計画見直し検討委員会

3月18日(木)に第3回目の委員会を開催し、3グルー
プに分かれて見直し作業を行いました。
今回は「金山の未来のために本当に必要なこと」

をテーマに、これまで出された問題点や意見、金山
地区における人口や世帯数の推移等をもとに、金山
の目指すべき方向性に向けて、既存事業の検証・評
価や今後取組むべき事業等について話し合いを行い
ました。

３月25日(木)に第５回目の検討委員会が開かれ、役場総
務課の石田防災班長に出席いただき、現在町が見直し中の
「地域防災計画」の考え方（災害時の支部体制、避難所運
営、自主防災組織の関わり、被害情報収集体制）等につい
て話合われました。

なお、町では今年度、「行政区ごとの防災マップ」を作
る予定で、年度初めに各地区を廻り、意見を聞いたうえで
進めるそうです。

また、今年10月に「風水害を想定した町内一斉の防災訓
練を予定している」とのことです。



【告知】令和３年度の金山地区民大運動会の開催について

実施日：令和３年５月２３日（日）
場 所：金山小学校校庭

※詳細については、決まり次第改めてお知らせします。

雉子尾川の河道掘削工事の進捗状況

雉子尾橋～阿武隈川合流部間の工事は、3月末をもって完了しま
した。工事関係者の方々大変ご苦労様でした。
なお、金栄橋～雉子尾橋間1.6㎞の工事については、当初より遅

れて4月初旬頃に発注予定とのことです。 金栄橋下流部

－１０－

金山地区の災害復旧工事について（お知らせ）
台風第19号で被災した「金山地区内の4か所の復旧工事」が発注され、大内の㈲小野

商店が受注しました。工事は順次進められ、全か所が完成する予定は今年の秋ごろと
のことです。工事個所は次のとおりです。

このうち、①沼下線については「時間帯通行止8:30-17:00」のため迂回することにな
ります。工事が早期完了するよう、ご理解とご協力をお願いします。

〖迂回路等は下の図をごらんください〗

問合せ等は･･･ 役場 災害復旧対策室87-6329 ㈲小野商店79-2543

① 町道「沼下線」(坂町の渡辺さん付近)の山側の法面復旧工事
② 町道「長根西線」(特養そよかぜ西側)の路肩下の法面復旧工事
③ 町道「町裏１号線」(小学校沿いの)舗装復旧工事
④ 鬼形川(鬼形の菊田さん宅付近)の河岸復旧工事


